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2 Ma－4 ポリ（a-ヒドロキシアクリル酸ナトリウム）のビルダー効果
お茶女大生活科　　駒城素子

被　　服

　旦l　過酸化水素による漂白の安定剤として有効に利用されているポリ（a－ヒドロキ

シアクリル酸ナトリウム）（略称PHAS)の、洗剤用ビルダーとしての利用性を探るた

め、ＰＨＡＳ単独系あるいはa －オレフィンスルホン酸ナトリウム（ＡＯＳ）との混合系

で、カルシウムイオン封鎖能、表面張力および界面張力低下能、洗浄性について調べた。

　左法　試料；ＰＨＡＳ（平均分子量64000、pH8.8の15％水溶液、日本パーオキサイド

　（株））。Caイオン濃度測定:Caイオン電極。表面張力および界面張力測定；ウイルヘル

ミー吊り板法。洗浄力試験；蛋白質・油脂配合水分散媒人工汚染布、硬度0～20°DH、洗

剤濃度0.2％（PHAS、ＡＯＳおよびNa2S0､）、浴比1:100、25℃、120cpm振畳、30池

　拡墨　1)カルシウムイオン封鎖能：一定濃度のCaイオン水溶液（pH9）にＰＨＡＳを滴

下しCaイオン濃度を測定した結果、Caイオン封鎖量は初濃度によって異なり、イオン濃度

が高いほど封鎖量が多い。5°DHでの封鎖量をＳＴＰＰによる値と比較すると、同程度か若

干PHASの方が多く、ＰＨＡＳは高いキレート能を有する。

　2)表面張力低下能：ＰＨＡＳ単独の場合には見られないが、ＡＯＳとの混合系では相乗

効果が見いだされた。トリオレイン／水間の界面張力に対しても同様である。これらのこ

とからＡＯＳとPHAS間には何らかの相互作用が存在すると推測できる。

　3)洗浄力におよぼすＰＨＡＳの効果：単独でも洗剤無しより高い洗浄効率を示し、0.2

％ではAOS （Na2S0。を含む）と同程度、ＡＯＳとの混合系では相乗効果が見いだされた。

2 Ma－5 アルキルポリグリコシドの洗浄性能に関する研究

　　大阪市大生活科学　藤井富美子　巾田立子　　梅花短大○岡田　伸子

　　［目的］環境負荷を軽減する洗剤がもとめられるなかで，いまアルキルポリグリコシド（以下

ＡＧと略記する）が注目されている。 AGは糖を親水基とした非イオン性界面活性剤で,優れた安

全性,生分解性,皮膚への低刺激性などの特性を有している。そこで，本研究は洗浄基剤としてＡ

Ｇの界面活性能および洗浄性能を従来の合成界面活性剤と比較検討した。

［方法] AGとして，単糖のアルキルグルコシドでアルキル基の炭素数^8,CjQ,C22 （AG8,
T 1 0. AG 1 2)の３種と，二糖のアルキル（Cio）マルトシド（AMI 2）を用いた。まAGl 0, AG 1 2）の３種と，二糖のアルキル（Ci2）
た,AGの誘導体としてアルキル（C,2）グルニニ1シドニ/｀ク酸J.ステル（AGEio）を用いた．こ

れらはいずれも日本精化（株）より提供されたものである．比較対照には, LAS, S.DS, C12E

Ｏ６を用いた．
　表面および界面張力（対デカン）の測定はWilhelmy型表面張力訃（島津ST-1）を用い3 O℃で

行った．洗浄力試験はトリオレイン汚染布を１ ０ 0 ml洗剤水溶液中（ＣａＣＯ３ 0 p pm, 1 0 0

ｐｐｍ）でインキュベータにより4 0°C, 2 0分洗浄し，洗浄前後のトリオレイン什着量から洗

浄率を求めた。布上のトリオレインはエチルエーテルで抽出しＴＬＣ－ＦＩＤ法で定量した。

　　［結果］AGの表面および界面張力は濃度とともに低下し, c m cで一定になる。c m cの値
はアルキル鎖長が大きく糖鎖が小さいほど低くなる。AGのc m cにおける表面張力はLAS,

SDSおよびCi2EO6と同程度で優れた界面活性能を有している．ＡＧの洗浄性は0 p p mにお

いてＡＧ１０≒AGE 1 2〉AG8≒AMI 2〉AGl 2になり，特に, AG 1 0とAGE 1 2
はLAS, SDSよりも優れた洗浄性能を示す。1 0 0 p pm硬水中では洗浄性は全体に低下する

が，その中でＡＧ１０は比較的耐硬水性を示した。
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